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権利の内容 

【課題】吸着した油の分解処理を、簡便に、かつ短期間で完了する。 

【解決手段】生分解性の外包材に樹皮分としてその粉末、細片および繊維状体の 1 種以上を内包させた樹皮油吸着材に油を吸着させた後の処理方法であって、

油を吸着させた樹皮油吸着材を土壌微生物による樹皮の発酵分解性の環境に投入し、樹皮油吸着材に吸着した油を樹皮分よりも優先して分解処理する。 

【特許請求の範囲】  

【請求項１】生分解性の外包材に樹皮分としてその粉末、細片および繊維状体のうちの 1 種以上を内包させた樹皮油吸着材に油を吸着させた後の処理方法であっ

て、油を吸着させた樹皮油吸着材を、土壌微生物による樹皮の発酵分解性の環境に投入し、樹皮油吸着材に吸着した油を樹皮分よりも優先して分解処理すること

を特徴とする樹皮油吸着材の処理方法。 【請求項２】樹皮油吸着材は、樹皮分とともに、パーライト、パーミキュライト等の鉱物もしくはその発泡体の粉末または小

片が生分解性の外包材に内包されたものであることを特徴とする請求項１の処理方法。ほか請求項４まで 

 

 


